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いまの日本の住居空間は、決して広いとは言えない。
そのため、限られた空間をいかに有効に使うかが謀題に
なっている 。 その答えと して、既に様々な工夫が凝らさ
れている 。 例えば、 一つの家具が複数の機能を有してい
たりとか、収納時にコンパクトになるとか、使い方によ
って形態が変化するといった工夫である。 家具の形態や
機能で解決する考え方である。 他に も別の手段で解決す
る方法があるが、本研究は、家具の工夫で解決するアプ
ローチをと った。
また、以前より子どもを取り巻く環境のデザインを手
掛けてきたので、子どもの住空間をシチュエー ションの
中心に研究を進めた。
子ども と家具の係わりは、単に機能を果たすだけのも
のではなく、生活の一部の道具であり、遊びの対象にも
成り得る 。 しかし、最近の子どもの遊びは、コンビュー
タゲームに象徴される ように、ほとんどが受け身になっ
ている 。 この受け身の状態が、いま社会問題になってい
るコミュニケー ションの査みの原因にもなっているよう
に思える。遊びは、自らが創造し、自発的に行動するこ
とで、感性や情緒に有効に働き掛けるものであるべきだ
と考える。 そこで本研究は、その条件を満たす遊びの対
象にも成り得る家具を、いまの日本の住空間に適合した
ものとしてデザインする ことを 目的とした。
以下、 具体的に提案を解説していく 。
1. 96Cl 
W500 x D500 x H570/SH350 （組み立て時）
シナ共芯合板 オイル仕上げ
2. 96C2 
W400ﾗD410 x H895/SH290 （組み立て時）
シナ共芯合板 オ イル仕上げ
3. 96C3 
W350ﾗD475 x H600/SH285 （組み立て時）
シナ共芯合板 オイル仕上げ
900 x 600 x 15mmの板から、材料を無駄にすることな
く使用し、椅子を組み上げることを試みた。 この寸法は、
定尺の3 × 6尺の1/3の大きさである 。 この大きさの板か
らそれぞれのパーツを切 り出し、それらを組み合わせる
ことでー脚の椅子を作る。その組み方は、接着剤や釘 な
どを使わずに、相欠き接ぎのように部品に切り欠けを入
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れ、これを掛け合わせる接合方法で、組み立て分解が可
能になる。 出来る限り材料の無駄が出ないように、切り
掛けの部分のみに留めることを条件とした。 結果、材料
を有効に使用することで、無駄になる材料がほとんどな
く、環境に配慮した家具になった。
また、未使用 ｜時は、今ま でになくコ ンパク トに一枚の
板になるので、とても省スペースに収納ができる 。 この
ことは、先にも述べたように、日本の住環境にとても適
した機能といえる 。 スタッキングや折り畳みといった工
夫より、よりコンパク ト になる収納方法である。 ちょっ
とした隙閉さえあれば、収納が可能である。
さらに、組み立て分解が可能であるため、パズルのよ
うに組み立てたり、一枚の板に戻したりすることが、遊
びへと繋がる 。 片付けの苦手な子どもにとっては、遊び
の行為が結果として片付けに繋がる こと になるので、そ
れを促す要因としては、とても有効な方法であるといえ
よう 。 また、自らが組み上げた椅子に座ることで、達成
感も l床わうことができる。 こういった感覚が、遊びの創
造へと繋がり、さらに別の遊びへと拡がってし、く 。
まとめると、この提案は、遊びと環境と創造を兼ね備
えた新 しい家具の提案といえよう 。
4. HDCl 
wsoo x D900 x I-lll60 
wsoo x D34 x Hl200 （折り畳み時）
ホワイチバーチ共芯合板
オイル仕上げ（部分オイルステイン着色）
これも、板から組み上げる家具であるが、組み方が異
なる。2枚の板から成り、それぞれをハの字に開きなが
ら部材を折り込み、ほぞを組合わせると、机と椅子を兼
ね備えた家具に変身する。 小学校低学年くらいまでの子
どもを対象とした、椅子付き机である。棚備わる。未
使用時はコンパクトに厚さ34mmの板状に収納で、きる。
このくらいまでの年齢の子どもは、母親の家事の最中
でも目の届く範囲で過ごすことで安心できる。 よ っ て、
子供部屋にある据え置き型の机とは別に、設置場所を関
わない机として提案する。親の目の届く範囲に簡単に設
置し、子どもの様子を常に窺うことができる。 親と子の
距再Itを近付けることによって、コ ミュニケー シ ョンを促
す装置としても位置付けることができる。
